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呉伐に関わる人物伝を読んでみる～『晋書』王濬伝（８） 

 

案春秋之義，大夫出疆，由有專輒（斠注２４）。臣雖愚蠢，以為事君之道，唯當竭節盡忠，

奮不顧身，量力受任，臨事制宜，苟利社稷，死生以之。若其顧護嫌疑，以避咎責，此是人臣

不忠之利，實非明主社稷之福也。臣不自料，忘其鄙劣，披布丹心，輸寫肝腦，欲竭股肱之力，

加之以忠貞，庶必掃除兇逆，清一宇宙，願令聖世與唐虞比隆。陛下粗察臣之愚款，而識其欲

自效之誠，是以授臣以方牧之任，委臣以征討之事。雖燕主之信樂毅，漢祖之任蕭何，無以加

焉。受恩深重，死且不報，而以頑疏，舉錯失宜。陛下弘恩，財加切讓，惶怖怔營，無地自厝，

願陛下明臣赤心而已。 

 

「案ずるに春秋の義、大夫疆を出るに由りて専ら輒する有り、臣、愚蠢といえども、おもえ

らく、君事の道、唯だ、当に節を竭くし忠を尽くし奮いて身を顧みざるべし。力を量り、任

を受け、事に臨みて宜しく制し、苟も社稷の利、死生これを以てせん。若しくは其の護る嫌

疑を顧みて、以て咎責を避ける、此れは是、人臣不忠の利、実に明主社稷の福に非ざるなり。

臣、自ら料せず、其の鄙劣を忘れ、丹心を披らき布く、肝脳を輸寫し、股肱の力を竭くし、

これに加えて忠貞を以って欲す。庶くは必ず兇逆を掃除し、宇宙清一、願わくば聖世、唐虞

の隆に比さしめん。陛下粗く臣がこの愚款を察し、而して其の自效（？）を欲すの誠を識り、

是を以って臣を以て方牧の任を授け、臣を以て征討の事を委ねん。燕王の楽毅を信ずる、漢

祖の蕭何を任ずるといえども、以って加えるなし。恩を受け深重し、死すら且つ報われず、

而して頑疏、以って舉錯宜しきを失す。陛下の弘恩、財かに切譲を加え、惶怖怔營、自厝、

地になし。願わくば、陛下、臣が赤心を明らかにする而已（のみ）。」 

 

訳：考えるに、春秋の義において、大夫は出陣すれば専断すべきであるとしています。臣は

おろかであるとはいえ、考えるに君臣の道はただ、まさに忠節を尽くして奮い立って己の身

を顧みないべきであります。その力量を推し量り、任務を受け、事に臨んでは自制して、か

りにも社稷の利のためなら、自らの死生を委ねるでしょう。もしくはそのまもる（？）嫌疑

を顧みて、咎めや責めを避けるのは、人臣による不忠の利であり、明晰な国の主の福ではあ

りません。臣は自ら思料せず、その卑しさを忘れて、まごころを開いて何も包み隠さず話し、

全身の力を尽くし、これに加えて忠貞を以て仕えてきました。こいねがわくば、必ず兇逆な

敵を掃討し、宇宙を清らかにして、願わくば現在の聖世を唐虞の隆盛に比肩させたいと望ん

でいます。陛下、臣のこの馬鹿正直ぶりを察し、そして（？）誠を知って、これをもって臣

に地方の統治の任を委ね、臣に対して征討のことを委ねました。燕王の楽毅を信じ、漢祖の

蕭何を任じると言えども、これに加えることはありません。受けた恩は深く重く、死んでも

報われず、鈍くてだらだらしており、きちんとした振る舞いを失っております。陛下のひろ

い恩顧にわずかな叱責を加えられ、（？）。願わくば、陛下、臣には臣の赤心を明らかにする
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ことしかできません。 

 

 

補注：『春秋』荘公十九年「秋，公子結媵陳人之婦于鄄，遂及齊侯、宋公盟。」襄公十九年「秋，七月辛卯，

齊侯環卒。晉士匄帥師侵齊，至穀，聞齊侯卒，乃還。」 

 

斠注２４：札樸曰顔氏家訓多用專輒字王濬上書大夫出疆由有專輒桓温上表義存社稷之利不

顧專輒之罪王弘上表敢引覆餗之刑甘受專輒之罪范甯傳甯若以古制宜崇自當列上而敢專輒惟

在任心檀弓汰哉叔氏專以禮許人正義云專輒許諾匡謬正俗劉周之徒音夾爲頬亦爲專輒晉王蘊

爲呉興太守主簿執諫蘊曰專輒之愆罪在太守 

 

（『札樸』に曰く、『顔氏家訓』は「專輒」の字を多く用いる。王濬は上書にて「大夫は疆を

出るに由りて専輒する有り」、桓温は上表にて「義は社稷の利に存りて專輒の罪を顧みず」、

王弘は上表にて「敢えて覆餗の刑を引き、專輒の罪を甘受し」、范甯傳では「甯、若くして

古制を以て宜しく崇め，當に列上より，敢えて專輒し，惟任心在るのみ」、檀弓では「汰れ

るかな叔氏、專ら禮をもって人を許す」正義を專輒と云い、（許諾匡謬正俗劉周之徒音夾爲

頬亦爲專輒？）晉王蘊呉興太守と爲り、主簿執り諫めるも蘊曰く「專輒の愆罪、太守に在り」） 

 

訳：『札撲』の書かれていることには、「『顔氏家訓』は「專輒」の語を多く使用している。

王濬は奏上文において「大夫は国境から出れば独断専行することがある」、桓温は上表文に

おいて「信義は社稷に利益をもたらすことであり、その際には独断専行の罪は気に掛けるこ

とはなく」、王弘は上表文の中で「敢えて（？）独断専行の罪を甘受し」、范甯傳では「甯は

若いころから古い制度を崇めて（？）」、『礼記』檀弓においては「えらくなったものだな、

叔氏は、礼を一手に押えて、可否を人びとに教えている」として自分勝手に正しい礼を解釈

することを言い、（？）東晋の王蘊は呉興太守であったとき、主簿が諌めたが「独断専行の

罪は私にある」とした。 

 

補注：『札樸』巻三 覽古 專輒「顔氏家訓多用專輒字葢習語也王濬上書案春秋之義大夫出疆由有專輒桓温

上表義存社稷之利不顧專輒之罪王弘上表敢引覆餗之刑甘受專輒之罪范甯傳甯若以古制宜崇自當列上而敢專

輒惟在任心北史楊愔傳專輒之失罪合萬死又崔鴻傳愚賤無因不敢輕輒南齊書盧陵王傳凡諸服章自今不啓吾知

復專輒作者後有所聞當復得痛杖檀弓汰哉叔氏專以禮許人正義云專輒許諾匡謬正俗劉周之徒音夾爲頬亦爲專

輒晉王蘊爲呉興太守郡荒人飢開倉贍恤主簿執諫蘊曰專輒之愆罪在太守」 

 

補注：『顔氏家訓』書證篇十七「金花則金傍作華，窗扇則木傍作扇：諸如此類，專輒不少。」「但令體例成就，

不爲專輒耳。考校是非，特須消息。」「此語本出太公六韜，案字書，古者暴曬字與暴疾字相似，唯下少異，後

人專輒加傍日耳。」雑藝篇第十九「北朝喪亂之餘，書跡鄙陋，加以專輒造字，猥拙甚於江南。」 
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補注：『晉書』王濬傳「案故撫軍王濬歷職內外，任兼文武，料敵制勝，明勇獨斷，義存社稷之利，不顧專輒

之罪。」 

補注：『晉書』巻六十六 列傳三十六 劉弘傳「奕雖貪亂，欲為荼毒，由臣劣弱，不勝其任，令奕肆心，以

勞資斧，敢引覆餗之刑，甘受專輒之罪。」」 

補注：『晉書』巻七十五 列傳第四十五 范甯傳「甯若以古制宜崇，自當列上，而敢專輒，惟在任心。」 

補注：『礼記』檀弓上第三「縣子聞之曰：「汰哉叔氏！專以禮許人。」」 

補注：『晉書』巻九十三 列傳第六十三 外戚 王蘊傳「屬郡荒人飢，輒開倉贍卹。主簿執諫，請先列表上

待報，蘊曰：「今百姓嗷然，路有饑饉，若表上須報，何以救將死之命乎！專輒之愆，罪在太守，且行仁義而

敗，無所恨也。」」 

 

補注：『史記』巻八十 楽毅列傳第二十 

補注：『史記』第五十三 蕭相國世家第二十三、『漢書』巻三十九 蕭何曹參傳第九 

 

 

 

渾又騰周浚書，云濬軍得吳寶物。濬復表曰： 

被壬（斠注２５）戌詔書，下安東將軍所上揚州刺史周浚書，謂臣諸軍得孫晧寶物，又謂牙門

將李高放火燒晧偽宮。輒公文上尚書，具列本末。又聞渾案陷上臣。臣受性愚忠，行事舉動，

信心而前，期於不負神明而已。秣陵之事，皆如前所表，而惡直醜正，實繁有徒，欲構南箕，

成此貝錦，公於聖世，反白為黑。夫佞邪害國，自古而然。故無極破楚，宰嚭滅吳，及至石顯，

傾亂漢朝，皆載在典籍，為世所戒。昔樂毅伐齊，下城七十，而卒被讒間，脫身出奔。樂羊既

反，謗書盈篋。況臣頑疏，能免讒慝之口！然所望全其首領者，實賴陛下聖哲欽明，使浸潤之

譖不得行焉。然臣孤根獨立，朝無黨援，久棄遐外，人道斷絕，而結恨強宗，取怨豪族。以累

卵之身，處雷霆之衝；繭栗之質，當豺狼之路，其見吞噬，豈抗脣齒！ 

 

渾又、周浚が書を騰げて、云う「濬が軍、呉の宝物を得る。」 

濬、復た表して曰く「壬戌詔書の下るを被りて、安東将軍、上する所の揚州刺史、周浚が書

に謂う、臣が諸軍、孫晧が宝物を得て、又謂う、牙門将李高、火を放ち、晧が偽宮を焼く。

輒ち公文を尚書に上し具に本末列し、又聞く、渾は案じて陷めんと（？）臣を上す。臣、性

を受け愚忠、行事舉動、心に信じ、而して期に前んじて神明に負わざる而已（のみ）。 

秣陵の事、皆、前に表する所の如く、而して直を悪（にく）み、正を醜（にく）み、実に繫

く徒に有り。南箕を構え、此の貝錦を成さんと欲す。公に聖世に於いて、白を反し黒と為し、

夫れ佞邪、国を害し、古より而然、故に無極、楚を破り、宰嚭、呉を滅し、石顯漢朝を傾乱

に至るに及びて、皆載て、典籍に在り。世の戒める所と為す。昔楽毅、斉を討ち、城七十を

下し、而して卒に讒間を被り、身を脱し出奔す。楽羊既に反し謗書篋に盈ち、況や臣の頑疏

を能く讒慝の口を免れんや。然れども其の首領、全て望む所の者、実に陛下の聖哲、欽明に
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頼り、浸潤の譖り、行うを得ざらしめんや。然るに臣、孤根独立、朝に黨援なく、久しく遐

外に棄つ。人道断絶、而して恨みを強宗に結び、怨みを豪族に取る。累卵の身を以って、雷

霆の衝に處し、繭栗の質、当に豺狼の路にあたり、其れ、吞噬を見る、豈に唇歯抗わんや。」 

 

訳：王渾はまた、周浚の書状を挙げて言った。「王濬の軍は、呉の宝物を自分たちのものと

した。」王濬は再び上表していった。「壬戌詔書が下されたことを受けて、安東将軍王渾が上

書した、揚州刺史周浚の書状に書かれたことには、わたくしの諸軍が、孫晧の宝物を懐に入

れ、また、牙門将の李高が放火して孫晧の宮殿を焼いたと。すなわち公文書を尚書省に上書

し、つぶさに（？）、また聞くところによると、王渾は一計を案じて貶めようと、わたくし

のことを上表したとも。わたくしは生来より愚直に忠誠を尽くし、事を行う時には、心に信

じて、神明に違わぬようするだけです。秣陵でのことは、すべて先日に上表したとおり、実

直であることを嫌悪し、正しいことを憎んでいる者たちが実に多いということです。「南箕」

を手にし「貝錦」を見せるように、おおっぴらにこの聖なる世において白を黒という、その

ような佞臣たちは国に害を及ぼし、古代よりそのために、費無極は楚を敗北させ、太宰伯嚭

は呉を滅ぼし、石顕は漢朝を傾けるに及び、これらはすべて記録され、書籍に記載されて世

間の戒めるところとなっております。昔、楽毅は斉を討伐し、七十の城を陥落させましたが、

讒言により主君との信頼関係を引き裂かれて、他国へ亡命しました。楽羊はすでに裏切った

という誹謗中傷の書簡は箱に満ちていたように、わたくしの頑固さゆえに讒言をするもの

たちの話をどうして免れることができましょう。しかしながらこのような誹謗を行う者た

ちの中心人物、すべて自分の思い通りにしようという者は、陛下の理非の明らかさによって、

そしりを広めようとしても行うことはできないでしょう。そうであるのに、わたくしは孤立

無援で、朝廷には味方もおらず、長く辺境に置き捨てられていました。人の道は絶たれ、そ

のうえ、貴族たちに恨みを買い、豪族たちに怨まれる始末。きわめて危うい我が身をもって、

稲妻の届くかなめにおり、角が生え始めたばかりの子牛が残忍な山犬や狼がいるような道

にいれば、食い殺されるのに、どうしてあらがうことができましょうか。」 

 

 

補注：『晉書』巻六十一 列傳第三十一 周浚傳 

 

（斠注２５）一本作戊 

 

（一本、「戊」と作す。） 

 

訳：ある本では「戊」としている。 

 

補注：壬戌＝４月６日，戊戌＝５月１２日 
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補注：『詩経』小雅 小旻之什 巷伯「萋兮斐兮、成是貝錦。彼譖人者、亦已大甚。哆兮侈兮、成是南箕。

彼譖人者、誰適與謀。緝緝翩翩、謀欲譖人。慎爾言也、謂爾不信。捷捷幡幡、謀欲譖言。豈不爾受、既其女

遷。驕人好好、勞人草草。蒼天蒼天、視彼驕人、矜此勞人。彼譖人者、誰適與謀。取彼譖人、投畀豺虎。豺

虎不食、投畀有北。有北不受、投畀有昊。楊園之道、猗于畝丘。寺人孟子、作為此詩。凡百君子、敬而聽

之。」 

 

補注：無極＝費無忌『史記』巻四十 楚世家第十 

補注：宰嚭＝伯嚭『史記』巻三十一 呉太伯世家第一 

補注：『漢書』巻九十三 佞幸傳第六十三 石顯傳 

補注：『史記』卷七十一 甘茂列傳第十一「魏文侯令樂羊將而攻中山，三年而拔之。樂羊返而論功，文侯示

之謗書一篋。樂羊再拜稽首曰：『此非臣之功也，主君之力也。』。」 

 

 

 

夫犯上干主，其罪可救，乖忤貴臣，則禍在不測。故朱雲折檻，嬰逆鱗之怒，慶忌救之，成帝

不問。望之、周堪違忤石顯，雖闔朝嗟歎，而死不旋踵。此臣之所大怖也。今渾之支黨姻族，

內外皆根據磐㸦，並處世位。聞遣人在洛中，專共交構，盜言孔甘，疑惑觀聽。夫曾參之不殺

人，亦以明矣，然三人傳之，其母投杼。今臣之信行，未若曾參之著；而讒構沸騰，非徒三夫

之對，外內扇助，為二五之應。夫猛獸當塗，麒麟恐懼，況臣脆弱，敢不悚慄！ 

 

夫れ上を犯すも、干主、其の罪救う可し、貴臣を乖忤し、則ち禍は不測に在り。故に朱雲は

檻を折り、逆鱗の怒りに嬰れるも、慶忌これを救い、成帝問わず。望之、周堪、石顯を違忤

し、朝を闔いて嗟歎と雖も、而して死、踵を旋さざる。此れ臣の大怖する所なり。今、渾の

支党姻族、内外皆、根據磐㸦（？）並びに世位の處。人を遣りて洛中に在るを聞けば、専ら

共に交構し、盗言孔だ甘し、惑いて観聴を疑う。夫れ曾参の人を殺さず、亦た、以って明ら

かなるも、然るに三人これに伝われば、其の母、杼を投ず。今、臣の信行、未だ曾参の著す

に若かず。；而して讒構沸騰、徒に三夫の對に非ず、外内を扇助し、二五の應をなす。夫れ

猛獣の当塗、麒麟恐懼す、況や臣、脆弱、敢えて悚慄せざらんや！ 

 

訳：「上に逆らっても、皇帝はその罪は救うことができますが、力を持っている貴族たちに

逆らえば、どのような禍がもたらされるか予測もできません。そのために朱雲は欄干を折り

逆鱗に触れましたが、辛慶忌が彼を救って成帝も罪に問うことはありませんでした。蕭望之

と周堪は石顕に逆らい、朝廷が嘆きに覆われようとも、死を避けることはできませんでした。
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これはわたくしの大いに恐れることでございます。今、王渾の一族郎党は皆、内外に連なっ

て（？）官位を世襲しています。聞くところによれば、洛陽において、共にうわべだけの言

葉によって交際し、見るもの聞くもの疑うばかり。これは曾参が殺人を犯していないことは

明らかであったのに、三人からそれぞれその話を聞けば、その母も杼を投げ捨ててやってく

るものです。現在、わたくしの行いは曾参に至るほどのものではなく、しかし讒言が溢れて

おり、三人どころか内外にそれを煽る者がおり（？）。通らなければならない道に猛獣がい

れば、麒麟でも恐れるでしょう、ましてやわたくしは立場も弱く、恐れおののかないはずも

ございません。」 

 

 

補注：『漢書』巻六十七 朱雲傳第三十七「至成帝時，丞相故安昌侯張禹以帝師位特進，甚尊重。雲上書求

見，公卿在前。雲曰：「今朝庭大臣上不能匡主，下亡以益民，皆尸位素餐，孔子所謂『鄙夫不可與事君』，『苟

患失之，亡所不至』者也。臣願賜尚方斬馬劔，斷佞臣一人以厲其餘。」上問：「誰也？」對曰「安昌侯張禹。」

上大怒，曰：「小臣居下訕上，廷辱師傅，罪死不赦。」御史將雲下，雲攀殿檻，檻折。雲呼曰：「臣得下從龍

逢、比干遊於地下，足矣！未知聖朝何如耳？」御史遂將雲去。於是左將軍辛慶忌免冠解印綬，叩頭殿下曰：

「此臣素著狂直於世。使其言是，不可誅；其言非，固當容之。臣敢以死爭。」慶忌叩頭流血。上意解，然後

得已。及後當治檻，上曰：「勿易！因而輯之，以旌直臣。」 

補注：『漢書』巻六十九 辛慶忌傳第三十九 

補注：『漢書』巻七十八 蕭望之傳第四十八 

 

補注：『詩経』小雅 節南山之什 巧言「悠悠昊天，曰父母且。無罪無辜，亂如此幠。昊天已威，予慎無罪。

昊天大幠，予慎無辜。亂之初生，僭始既涵。亂之又生，君子信讒。君子如怒，亂庶遄沮。君子如祉，亂庶遄

已。君子屢盟，亂是用長。君子信盜，亂是用暴。盜言孔甘，亂是用餤。匪其止共，維王之卭。奕奕寢廟，君

子作之。秩秩大猷，聖人莫之。他人有心，予忖度之。躍躍毚兔，遇犬獲之。荏染柔木，君子樹之。往來行言，

心焉數之。蛇蛇碩言，出自口矣。巧言如簧，顏之厚矣。彼何人斯？居河之麋。無拳無勇，職為亂階。既微且

尰，爾勇伊何！為猶將多，爾居徒幾何！」 

 

補注：『史記』卷七十一 甘茂列傳第十一「昔曾參之處費，魯人有與曾參同姓名者殺人，人告其母曰『曾參

殺人』，其母織自若也。頃之，一人又告之曰『曾參殺人』，其母尚織自若也。頃又一人告之曰『曾參殺人』，

其母投杼下機，踰墻而走。夫以曾參之賢與其母信之也，三人疑之，其母懼焉。今臣之賢不若曾參，王之信臣

又不如曾參之母信曾參也，疑臣者非特三人，臣恐大王之投杼也。」 

 

補注：『周易』第四卦 蒙「九二：包蒙吉，納婦吉，子克家。象曰，子克家，剛柔節也。」 

 

  


